
　平均寿命は著しく伸長し、国民の健康水準は向上しました。しかし、一方で人口の高齢化、社会生活環境の
急激な変化等に伴って、糖尿病、脳卒中などの生活習慣病の増加等が大きな問題となっています。これらの生
活習慣病は日常生活のあり方と深く関係しており、健康の保持や増進のためには、運動習
慣の定着や食生活の改善といった健康的な生活習慣の確立が重要です。
　国は、９月を健康増進普及月間、食生活改善普及運動実施月間とし、総合的な健康づく
りを推進しています。「適度な運動」「適切な食生活」「禁煙」で健やかな毎日を送りましょう。

１に運動　２に食事　しっかり禁煙　最後にクスリ　～健康寿命の延伸～

「毎日プラス１皿の野菜」「おいしく減塩１日マイナス2ｇ」

９月は健康増進普及月間、食生活改善普及運動実施月間です
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鴻巣保健センター（☎543-1561、FAX 543-5749） 吹上保健センター（☎548-6252、FAX 549-2696）
※鴻巣保健センターにお車でお越しの方は、市役所駐車場をご利用ください

●問い合わせ●

　大人が１日に必要な野菜の摂取
量は３５０ｇ。これは日本人の平均摂
取量にもう１皿加えた量に相当し
ます。

野菜で健康生活
　目標は現在の摂取量からー２ｇ。
だし・柑橘類・香辛料等を使って、
おいしく減塩。栄養表示を見て、
かしこく減塩。

減塩で健康生活

平成28年度健康増進普及月間の統一標語

平成28年度食生活改善普及運動の取り組み
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健康管理は検診から。がん検診を受けましょう！
～９月はがん征圧月間です～

年に１度　受けよう健診！
「特定健康診査・健康診査」は10月31日(月)までです

　がんの治療の一番の決め手は早期発見です。早期治療することにより、身体的・心理的にまた、費用面で
も治療後のＱＯＬ（生活の質）の低下を少なくします。
　市では、受診率の向上のため、胃がん・肺がん検診は日曜日の集団検診も実施しています。がん検診以外
にも各種健（検）診を実施しています。下表を参考に対象となる方は、早めに健（検）診を受けましょう。

　健診を受けることで、自分自身の健康状態を確認することができます。生活習慣病の予防や早期発見にも
つながりますので、ぜひこの機会に健診を受けましょう。なお、例年10月はどの医療機関も大変混み合いま
すので、早めの受診をお勧めします。

対象／特定健診＝鴻巣市国民健康保険に加入して
いる40歳以上の方、健康診査＝後期高齢者医療制
度に加入している方
実施医療機関／市が指定した実施医療機関　※詳細
は広報かがやき５月号又は市ホームページをご覧く
ださい。実施医療機関以外では受診できません
健診内容／診察、血圧測定、血液検査、尿検査、
心電図検査、眼底検査（前年度の特定健診の結果・
性別・年齢等を踏まえ、医師が判断して実施）
※腹囲、眼底検査は特定健診のみ

費用／特定健診＝1‚０００円、健康診査＝無料
持ち物／受診券、健康保険証（受診券が手元にない
方はお問い合わせください）
その他／初めて特定健診を受診する日に40歳～49
歳の方には、市商工会お買い物券（1‚０００円分）を
プレゼントします（一部条件あり）。大腸がん、前
立腺がん、子宮がん、肝炎検診等と一緒に受診で
きます
問い合わせ／国保年金課国保給付担当（内線2₆54 ･
2₆55）

健（検）診名 費用 対象年齢 実施期間 申込方法等

個
　
別

大腸がん検診 ３００円 40歳以上 11月末まで

市内委託医療機関へ
直接申込み

※対象者には受診券
を送付しています。
詳細は広報かがやき
５月号又は市ホーム
ページをご覧くださ
い。

乳がん検診 1‚ ０００円 40歳以上の女性（隔年）
平成29年２月
末まで子宮がん検診 頸部₆００円

頸部体部1‚ 1００円 40歳以上の女性（隔年）

前立腺がん検診 1‚ ０００円 50歳以上の男性

11月末まで

胃ペプシノゲン検診 5００円 40・45・50・55・60・
65・70・75歳

骨粗しょう症検診 5００円 30・35・40・45・50・
55・60・65・70歳

肝炎ウイルス検査 無料 40歳以上で過去に受診
した事のない方

３０代健康診査 1‚ ０００円 30歳～39歳

集
　
団

胃がん検診 5００円 40歳以上
９月～11月、
平成29年２月

広報かがやき８月号
又は市ホームページ
をご覧ください肺がん検診 1００円

喀
かく

痰
たん

検査３００円 40歳以上

乳がん検診 5００円 40歳以上の女性（隔年） 平成29年２月

※対象年齢は、平成2₉年３月時点での年齢です。乳がん検診、子宮がん検診、胃がん検診、肺がん検診の申
込方法等については、広報かがやき平成2₉年１月号でもお知らせする予定です

鴻巣保健センター☎543-1561、FAX 543-5749
吹上保健センター☎548-6252、FAX 549-2696
※鴻巣保健センターにお車でお越しの方は、市役所
　駐車場をご利用ください

●問い合わせ●
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Ｂ型肝炎ワクチンが定期予防接種になります
　1０月１日から、Ｂ型肝炎ワクチンが定期予防接種になります。
接種を希望される方は、委託医療機関にご予約のうえ、接種を受
けてください。なお、市内委託医療機関（右表）以外で接種を希
望される場合は、事前に鴻巣保健センターまでお問い合わせくだ
さい。
対象／平成28年４月１日以降に生まれた、１歳のお誕生日前日ま
でのお子さん　※HBs抗原陽性の妊婦から生まれた乳児として、
健康保険によりＢ型肝炎ワクチンの投与（抗HBs人免疫グロブリ
ンを併用）を受けた乳児は対象とはなりません
接種回数／３回
接種方法／１回目を接種した後、27日以上の間隔をおいて２回目
を接種します。３回目の接種は１回目の注射から1３₉日以上の間
隔をおいて接種します。（生後２か月から生後９か月に至るまで
が標準的な接種期間となります）
注意／過去にB型肝炎ワクチン予防接
種を受けたことがある場合は、その分
も接種回数に含みます
費用／無料
持参するもの／母子健康手帳、記入し
た予診票、健康保険証

医療機関名 電話番号
あ お ば ク リ ニ ッ ク 5₈０⊖5₆7０

内 山 医 院 5₉₆⊖０212

おおさきクリニック 5₈０⊖772０

北 鴻 巣 ク リ ニ ッ ク 5₉₆⊖142３

河 野 小 児 科 医 院 541⊖０14₆

鴻 巣 外 科 胃 腸 科 54３⊖777０

小 室 ク リ ニ ッ ク 541⊖００2０

斎藤外科胃腸科医院 541⊖4３45

清 水 こ ど も 医 院 54０⊖₆３₆０

多 島 小 児 科 医 院 54₈⊖３7₆4

はやしだ産婦人科医院 541⊖₈０００

ひまわりこどもクリニック 544⊖5₆００

吹 上 整 形 外 科 医 院 54₈⊖5211

プライムクリニック 54３⊖₈₈₈₈

ヘ リ オ ス 会 病 院 5₆₉⊖３111

ヘリオスクリニック 54０⊖7３2０

柳澤小児科内科クリニック 5₉7⊖1171

わ た ま ク リ ニ ッ ク 541⊖575₆

鴻巣保健センター☎543-1561、FAX 543-5749
吹上保健センター☎548-6252、FAX 549-2696
※鴻巣保健センターにお車でお越しの方は、市役所
　駐車場をご利用ください

●問い合わせ●

こころの健康相談いきいき健康相談
　こころの悩みについて心配されている方に、臨床
心理士及び保健師が相談に応じます。

　血圧が高め、体重を減らしたいなどの健康・栄養
に関する相談を保健師・管理栄養士がお受けします。

と　き
ところ（保健センター）

臨床心理士 保健師

10月５日㈬ 鴻巣保健センター 吹上保健センター

11月２日㈬ 鴻巣保健センター 吹上保健センター

12月２日㈮ 吹上保健センター 鴻巣保健センター

と　　き ところ・申込み 受付時間

10月12日㈬ 鴻巣保健センター ①9:30
②10:3010月31日㈪ 吹上保健センター

11月８日㈫ 鴻巣保健センター ①14：00
②15：0011月17日㈭ 吹上保健センター

12月５日㈪ 鴻巣保健センター ①9:30
②10:3012月12日㈪ 吹上保健センター

相談時間／臨床心理士＝①９時30分　②10時30分
③13時30分　④14時30分　⑤15時30分、保健師＝①
13時30分　②14時30分　③15時30分　※各回１時間
程度で原則１人１回。臨床心理士による相談の奇数
月は③～⑤のみ
対象／市内在住の方（家族の方からの相談も可）
申込み／開催前日までに電話又は直接鴻巣・吹上保
健センター

対象／市内在住の方
持ち物／健康手帳（お持ちでない方は当日交付）、
健康診査を受けたことがある方は結果表
申込み／開催前日までに、電話又は直接鴻巣・吹上
保健センター
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